
令和7年度上半期分（※）事故報告について

※　令和7年4月1日から令和7年9月30日までの間に速報を受理した事故報告について集計を行ったものです

１　事故の種別
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R07年度上半期 0 136 0 2 0 0 0 138

R06下半期 1 91 0 1 1 0 1 95

R06上半期 2 97 1 0 1 3 0 104

R05下半期 3 97 0 1 0 4 0 105

R05上半期 2 75 2 2 3 5 0 89

令和7年度上半期の事故報告件数は、前期と比較すると４５％件数が大幅に増加しました。

死亡事故はありませんでしたが、行方不明（離設）となる重大事故が２件発生しました。

サービス事業所においては今一度気を引き締めていただきたいと思います。

食中毒及び感染症等のウイルスの集団感染の報告はありませんでした。

行方不明（離設）事故について、今回は幸い２件ともに利用者様の早期発見ができましたが、

今期の重大事故を重く受け止め、事故予防に取り組んでいただくようお願いします。

また、令和7年度上半期の負傷事故（１３６件）の内訳は、骨折が

７４件あり、全体の約５割強でした。
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２　要介護度別事故発生件数
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R07年度上半期 3 4 37 17 33 34 10 0 138

R06下半期 2 1 25 15 22 25 5 0 95

R06上半期 0 0 27 11 29 18 15 4 104

R05下半期 0 2 17 43 16 17 6 4 105

R05上半期 0 1 28 11 20 14 9 6 89

３　事故発生サービス種別と時間帯

サービス種別 件数

通所介護／通所リハビリテーション 22

短期入所生活介護／短期入所療養介護 21

特定施設入居者生活介護 4

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム） 49

介護老人保健施設 14

認知症対応型共同生活介護 26

小規模多機能型居宅介護／看護小規模多機能型居宅介護 2

その他 0

（合計） ※サービスには予防も含む 138

宿泊系 訪問・通所系 合計

早朝　（6:00～8:00） 18 0 18

日中　（8:00～18:00） 50 21 71

夜間　（18:00～22:00） 15 0 15

深夜　（22:00～6:00） 33 0 33

不明 1 0 1

（合計） 117 21 138

令和７年度上半期では、通所介護、短期入所生活介護、認知症対応型共同生活介護、
介護老人保健施設からの報告件数が増加しました。宿泊型の施設での事故が多く報告

されており、利用者の要介護度も高い傾向があります。
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